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「石油コンビナート等の消火用屋外給水施設における合成樹脂配管の使用に

関する検討会報告書」の公表 
 

 

 

 

 

 

【検討の概要】 

現在、石油コンビナート地区における消火用屋外給水施設の配管は、鋼製のものを原則

地上に設置しなければならないとされています。 

一方、合成樹脂配管は、耐腐食性や耐震性等が鋼管に比べ優れており、一般の消防用

設備（屋外消火栓設備等）で活用されています。 

石油コンビナートにおける消火用屋外給水施設の配管の更新や改修の増加が見込まれ

る中、これまで鋼製のものに限定されていた配管について、合成樹脂配管を使用する場合

の課題と対策について検討しました。 

 

【検討項目】 

○ 消火用屋外給水施設に合成樹脂配管を使用する場合の課題等について 

○ 合成樹脂配管の施工上の留意点について  

○ 合成樹脂配管の定期点検について 

 

【別添資料】 

検討会及び報告書の概要は、別添のとおりです。 

※報告書全文については、消防庁ホームページ（www.fdma.go.jp）に掲載します。 

※消防庁では、本報告書を踏まえ、石油コンビナートにおける消火用屋外給水施設の配管

に合成樹脂配管が使用できることを内容とする「石油コンビナート等における特定防災施

設等及び防災組織等に関する省令（昭和５１年自治省令第 17 号）」等の改正を予定して

います。 

 

消防庁では、石油コンビナート地区の特定事業者に設置が義務付けられている消

火用屋外給水施設において合成樹脂配管を使用する場合の課題と対策について、有

識者による検討会を設置し、検討を行ってきました。 

この度、検討会の報告書が取りまとめられましたので、公表します。 

 

＜問い合わせ先＞ 

消防庁特殊災害室 担当：宮崎、大川 

TEL 03-5253-7528 / FAX 03-5253-7538 

http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/h26/yagai_haikan/02/houkokusyo.pdf


検討会の目的 

石油コンビナート等の消火用屋外給水施設における合成樹脂配管の使用に関する検討会 

 石油コンビナート等における消火用屋外給水施設の配管の更新や改修の増加が見込まれる中、これまで鋼製のものに限定されていた
配管について、合成樹脂配管を使用する場合の課題と対策について検討する。 

検討会委員 

検討項目 

 （１） 石油コンビナート等の消火用屋外給水施設に合成樹脂配管を使用する場合の課題と対策 
 （２） 合成樹脂配管の点検基準等のあり方 
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   第１回検討会 平成２６年１２月２６日    第２回検討会 平成２７年３月１３日           
検討会の経過 



１ 特定防災施設等（消火用屋外給水施設）の現状等について 

２ 消火用屋外給水施設に合成樹脂配管を使用する場合の課題等について 

○ 石油コンビナート等の消火用屋外給水施設の配管基準 
   鋼製のものを原則地上に設置することとされている（石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第１０条第１項第２号及び同条第３項第２号）。 

 
○ 一般の消防用設備（屋外消火栓設備等）の配管基準 
  金属製の管又は消防庁長官が定める基準

＊
に適合する合成樹脂製の管を使用することとされている（消防法施行規則第１２条第１項第６号）。 

  ＊次の試験に合格することが必要（合成樹脂製の管及び管継手の基準） 
    ・漏れ試験・耐圧試験・破壊試験・水撃圧試験・曲げ試験・引張強度試験・押しつぶし試験・衝撃試験・長期静水圧試験・繰り返し温度試験 
 

  

○ 合成樹脂配管の特徴 
   合成樹脂配管は、鋼管と比較して、軽量で柔軟性、耐震性及び耐薬品性に優れており、低コストであるが、熱や紫外線に弱い。 
○ 合成樹脂配管の課題と対応方法 

 ① 熱影響等：地表から一定の距離で埋設することにより、火炎、熱伝導及び紫外線による影響を避けることができる。 
 ② 大口径配管の対応：消防庁長官が定める基準に適合することにより、必要な強度を確保することができる。 
 ③ 埋設配管への様々な荷重（地震動、活荷重及び土圧）の影響：地表から一定の距離で埋設することにより、荷重による影響を避けることができる。 
 ④ 周囲で油漏れが発生した場合の影響：化学物質に対し比較的強い耐薬品性を有しており、腐食防止措置や漏水点検措置等は不要である。 

○ 埋設時等の留意点 
    合成樹脂配管を地中に埋設する場合は、管の埋戻し土圧、車輪荷重、水及び管自重の外力や地震動に対し安全であることを確認することが必要で 
   ある。また、電気融着により接合されていることを目視及び通水試験により確認する必要がある。配管内部の洗浄を行うことが想定される場合は、それに 
   対応した管路の施工が必要である。 
○ 鋼管との接続 
   埋設した合成樹脂配管と地上の鋼管（消火栓やバルブに接続したもの）を接続する際には、次の点に留意する必要がある。   
   ① ピット内接続を行う場合は、ピットには、雨水等の進入を防止できる構造の不燃材料で作った蓋を設けること等が必要である。 
   ② 地中接続を行う場合は、鋼管部分を必要最小限の範囲に限定するとともに腐食防止措置を講ずることが必要である。また、漏水検知装置は不要である。      
    この場合、地表面のしみ出しなどが目視で確認できるようアスファルト舗装等で当該場所を完全にふさがないことに留意する。      

３ 合成樹脂配管の施工上の留意点について  

４ 合成樹脂配管等の定期点検について 

 合成樹脂配管における埋設部分の定期点検は、放水試験により行う必要がある。また、鋼管における埋設部分は、地上部分への漏水の有無について目視
による確認を行う必要がある。 

石油コンビナート等の消火用屋外給水施設における合成樹脂配管の使用に関する検討会報告書（概要） 

 石油コンビナート等における消火用屋外給水施設の配管の更新や改修の増加が見込まれる中、これまで鋼製のものに限定されて
いた配管について、合成樹脂配管を使用する場合には、次の課題や留意点等を踏まえる必要がある。 
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